
条

約

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

⒠

「
実
施
機
関
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
次
条
１
に
掲
げ
る
日
本
国
の
年
金
制
度
及
び
日
本
国
の
医
療
保
険
制
度
の
実
施
に
責
任

を
有
す
る
保
険
機
関
（
そ
の
連
合
組
織
を
含
む
。）

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
法
令
の
実
施
に
関
し
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て

責
任
を
有
す
る
機
関
、
組
織
又
は
当
局

⒡

「
保
険
期
間
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
の
法
令
の
う
ち
次
条
１
⒜
に
掲
げ
る
日
本
国
の
年
金
制
度
に
関
す
る
も
の
に
よ

る
保
険
料
納
付
期
間
及
び
給
付
を
受
け
る
権
利
の
確
立
に
際
し
て
当
該
法
令
に
基
づ
き
考
慮
さ
れ
る
そ
の
他
の
期

間
。
た
だ
し
、
社
会
保
障
に
関
す
る
他
の
協
定
で
あ
っ
て
こ
の
協
定
と
同
種
の
も
の
に
よ
り
、
当
該
法
令
に
よ
る

給
付
を
受
け
る
権
利
を
確
立
す
る
た
め
に
考
慮
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
期
間
は
、
含
め
な
い
。

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
法
令
に
よ
り
保
険
料
納
付
期
間
と
認
め
ら
れ
る
期
間
及

び
保
険
料
納
付
期
間
と
同
等
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
期
間

⒢

「
給
付
」
と
は
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
よ
る
年
金
そ
の
他
の
現
金
給
付
を
い
う
。

２

こ
の
協
定
の
適
用
上
、
こ
の
協
定
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
な
い
用
語
は
、
適
用
さ
れ
る
法
令
に
お
い
て
与
え
ら

れ
て
い
る
意
味
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条

こ
の
協
定
の
適
用
範
囲

こ
の
協
定
は
、

１

日
本
国
に
つ
い
て
は
、

⒜

次
の
日
本
国
の
年
金
制
度
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

国
民
年
金
（
国
民
年
金
基
金
を
除
く
。）

厚
生
年
金
保
険
（
厚
生
年
金
基
金
を
除
く
。）

た
だ
し
、
こ
の
協
定
の
適
用
上
、
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
福
祉
年
金
そ
の
他
の
福
祉
的
目
的
の
た
め
経
過
的
又

は
補
完
的
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
あ
っ
て
、
専
ら
又
は
主
と
し
て
国
庫
を
財
源
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
を
含
め

な
い
。

⒝

次
の
法
律
（
そ
の
改
正
を
含
む
。）に
よ
り
実
施
さ
れ
る
日
本
国
の
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）

た
だ
し
、
こ
の
協
定
の
適
用
上
、
第
五
条
、
第
十
三
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第

三
十
条
（
３
の
規
定
を
除
く
。）、
第
三
十
一
条
並
び
に
第
三
十
三
条
２
及
び
３
の
規
定
は
、
⒜
に
掲
げ
る
日
本
国
の

年
金
制
度
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。

２

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、
次
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
社
会
保
障
の
各
部
門
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

⒜

老
齢
、
障
害
及
び
遺
族
に
関
す
る
年
金
保
険

⒝

こ
の
協
定
の
第
二
部
の
規
定
及
び
関
連
す
る
規
定
に
関
し
、
疾
病
及
び
出
産
に
係
る
保
険
、
労
働
災
害
及
び
職

業
上
の
疾
病
に
係
る
保
険
、
介
護
保
険
、
失
業
給
付
並
び
に
家
族
給
付

こ
の
協
定
は
、
第
二
十
一
条
の
規
定
の
適
用
上
、
社
会
保
障
法
典
第
二
条
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

こ
の
協
定
は
、
社
会
扶
助
又
は
戦
争
若
し
く
は
そ
の
結
果
に
よ
る
犠
牲
者
の
た
め
の
給
付
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。

３

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
の
法
令
の
全
て
の
改
正
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
改
正
が
当
該
改
正
前

の
当
該
法
令
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
、
又
は
実
施
さ
れ
て
い
た
制
度
の
範
囲
を
実
質
的
に
変
更
し
な
い
場
合
に
限
る
。

第
三
条

こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
者

こ
の
協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
を
受
け
て
い
る
か
又
は
受
け
た
こ
と
が
あ
る
全
て
の
者
並
び
に
こ
れ

ら
の
者
に
由
来
す
る
権
利
を
有
す
る
家
族
及
び
遺
族
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
四
条

待
遇
の
平
等

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
前
条
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に

通
常
居
住
す
る
も
の
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
に
際
し
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
国
民
と
同
等
の
待
遇

を
受
け
る
。第

五
条

海
外
へ
の
給
付
の
支
払

１

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
の
領
域
外
に
通
常
居
住
す
る
こ
と
の
み
を

理
由
と
し
て
給
付
を
受
け
る
権
利
の
取
得
又
は
給
付
の
支
払
を
制
限
す
る
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
規
定
は
、

他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
通
常
居
住
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
よ
る
給
付
は
、
第
三
国
の
領
域
内
に
通
常
居
住
す
る
他
方
の
締
約
国
の
国
民
に
対
し
て

は
、
そ
の
者
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
国
民
で
あ
っ
た
場
合
と
同
一
の
条
件
で
支
給
す
る
。

第
二
部

適
用
法
令
に
関
す
る
規
定

第
六
条

一
般
規
定

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
被
用
者
又
は
自
営
業
者

と
し
て
就
労
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
被
用
者
又
は
自
営
業
者
と
し
て
の
就
労
に
関
し
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法

令
の
み
を
適
用
す
る
。

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
と
の
間
の
協
定
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
五
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条
約
第
九
号

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
と
の
間
の
協
定

日
本
国
及
び
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
は
、

社
会
保
障
の
分
野
に
お
け
る
両
国
間
の
関
係
を
規
律
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、

次
の
と
お
り
社
会
保
障
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

第
一
部

総
則

第
一
条

定
義

１

こ
の
協
定
の
適
用
上
、

⒜

「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
」
と
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
を
い
う
。

⒝

「
国
民
」
と
は
、
次
の
者
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
の
国
籍
に
関
す
る
法
律
に
い
う
日
本
国
民

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
国
籍
を
有
す
る
者

⒞

「
法
令
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
次
条
１
に
掲
げ
る
日
本
国
の
年
金
制
度
及
び
日
本
国
の
医
療
保
険
制
度
に
関
す
る
日
本

国
の
法
律
及
び
規
則

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、次
条
２
に
掲
げ
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
社
会
保
障
の
各
部
門
に
関
す
る
法
律
、

規
則
及
び
実
施
細
則

⒟

「
権
限
の
あ
る
当
局
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
次
条
１
に
掲
げ
る
日
本
国
の
年
金
制
度
及
び
日
本
国
の
医
療
保
険
制
度
を
管
轄
す
る
政

府
機
関

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
法
令
の
実
施
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
有
す
る
範

囲
内
に
お
い
て
各
大
臣


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